
(株)ＴＯＭＵＺが提供する企業のＰＭ人材育成支援のご紹介

企業のＰＭ
人材育成

社会環境の急速な変化に伴い、企業ではＩＣＴを活用した事業戦略に拍車がかかっている。しかし、それらをサポートするコンピュータシステム
の開発は年々複雑化し、当初計画通りシステムを完成させることは至難の業となっている。

このような状況下においてＩＴ企業は、プロジェクトをマネジメントする人材不足でシステム開発に致命的な問題を発生させお客様・企業への大
きな損失をもたらしている。

ＴＯＭＵＺ社は、企業が抱えている問題への対応を、マネジメント層／リーダ層の人材育成支援として実践的マネジメントセミナーとプロジェクト
現場での実践サポート（メンター）の両面から人材育成のサポートを実施する。

①ＰＭ層人材育成
・ＰＭに必要なベース知識

・重要な知識エリアの基本
・ケーススタディ

等を中心としたセミナー

②リーダ層人材育成
・リーダの心得
・リーダに必要なベース知識
・ケーススタディ
等を中心としたセミナー

④リーダの実践サポート
・品質評価会議（陪席サポート）

・進捗会議（陪席サポート）

・問題発生対応

等の局面でのサポート

③ＰＭの支援（プロジェクト支援）

・計画段階 ・リスク審査対応
・実行段階
・問題発生対応
・工程終了判定への対応

等の局面でのアドバイス

実践的マネジメント研修 メンター機能（サポート）

即実践できるノウハウを提供 実践指導 （メンタリング／サポート）

ＴＯＭＵＺ社

企業へ講師
派遣し
セミナー等
を実施

ＴＯＭＵＺ社
主催の研修
コース開催

経験豊富な
講師人

（ＰＭ人材）

企業の人材レベルに応じた対応（セミナー等）



実践的なマネジメントセミナーの概要 ＜参考： ＰＭ層育成＞

具体的なセミナーの内容

本セミナーは、プロジェクト遂行に当たっての基本となる計画策定の基本事項、進捗、品質、コスト、及びプロジェクトの脅威となるリスク、仕
様変更のコントロールについて、実践知識を習得していただきＰＭ力の向上につなげてもらうものである。なお、１回あたりのセミナーは、約９０分
から１２０分程度で全体として１回～８回で構成されています。
具体的なセミナーの概要について下記に示します。

１．セミナーの概要

第１回 何故ＰＭ力の強化か
・・世の中の環境の変化とＰＭに求められる技量
・・ＰＭの役割と心構え

第２回 プロジェクト計画策定の重要性と策定に当たっての基本事項
・・プロジェクトの成否は計画段階で８０％は決まる（計画の重要性）
・・失敗からの教訓事例の紹介
・・プロジェクト計画策定に当たっての具体的な事項等について

第３回 進捗管理の仕組みと実践
・・進捗管理の重要性と現状の問題／課題について
・・進捗管理の基本事項
・・進捗管理の仕組みと実践＆見える化
・・課題管理への取り組み 等について

第４回 品質管理の仕組みと実践
・・品質管理の現状と課題・問題点
・・品質管理におけるＰＭの役割と管理のポイント
・・品質管理の基本事項
・・品質管理の実践 等について

第５回 コスト管理の仕組みと実践
・・コスト管理の現状の問題／課題について
・・コスト管理の基本事項
・・コスト管理の仕組みと実践・ＰＭの役割
・・コスト実績の評価 等について

第６回 リスク管理の仕組みと実践
・・リスク管理における現状の問題と課題
・・リスク管理の仕組みとＰＭの役割
・・リスクの洗出し方法 とリスクの特定方法 等について

第７回 仕様変更管理の仕組みと実践
・・仕様変更管理の目的
・・仕様変更管理の現状の問題と課題
・・仕様変更管理の仕組みと実践・ＰＭの役割
・・仕様変更管理の基本事項 等について



第８回 セミナーの終了にあたり
　　　　　　　・セミナーのクロージングとして第１回～第７回でお話ししたなかでのポイントを資料でお話しする。
　　　　　　　・メンバの皆さんから今回のセミナーを受けての気づき、今後、職場でどう活かすか等について一人一人から発表をして頂く

　　　　　　　＜育成指導ラインの方のご参加があると良い＞

２．開催場所
　　　開催場所については、ご指定の場所にて開催

３．参加メンバについての制限
対 象：プロジェクトマネジャ層または、次期プロジェクトマネジャを目指す人

　　　人 数：１０～１５人程度が望ましい

４．費 用
　　　ご相談にて対応

５．その他
＜お願い事項＞
　　事務局担当者のアサイン
会議室＆パソコン・プロジェクターの準備
セミナー送付資料への対応
アンケート用紙の配布・回収　等への対応

・本セミナーは8回を1セットとして開催
・1回のセミナー時間は約90～120分程度
・セミナーの会場は企業の会議室


